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※ご参考※ 

自然現象の不思議に関する記事は、写真や図表が無いと分かりにくいです。 

そのため、別の機会にまとめ直す予定です。 

２００５年２月１５日現在で、１０３回分の記事があります。 

まだまだ話題がありますので、続編にご期待ください。 
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トを載（の）せています。 
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『カエルの本当の姿！』 
◆【記事掲載】１２０号 ２００５年０６月１５日発行 ◆ 

 ※かなり加筆しています※ 

 
 今回は、『梅雨（つゆ）』の主人公、カエルのお話です。 
 トノサマガエルは、獲物を飲み込むときに、目ン玉を下に動かして、獲物をノ 
 ドに送ると聞いたことがあります。……本当かどうかは分かりませんけど。 
 では、次の内容で、ご紹介します。 
   ■『オタマジャクシ』という言葉の意味 
   ■『変態』～オタマジャクシからカエルへ 
   ■鳴き声の色々 
   ■鳴くのは、オス？メス？ 
   ■毒を持つカエル～ヤドクガエル 
   ■木の上にタマゴを産むカエル～モリアオガエル 
   ■背中にタマゴを産むカエル～コモリガエル『ピパ』 
   ■タマゴを背負ったカエル～サンバガエル～ 
   ■口の中でタマゴを孵（かえ）すカエル～ダーウィン・ハナガエル 
   ■胃（い）の中でタマゴを孵（かえ）すカエル～イハラミガエル～ 
   ■親より子が大きいカエル～アベコベガエル 
   ■オタマジャクシにならないカエル 
   ■スケスケなカエル～アマガエルモドキ～ 
   ■高知県名物？『おたま寿司』 
   ■日本の芸術とカエル 
         ♪       ♪       ♪ 
 ～■１■ 『オタマジャクシ』という言葉の意味～ 
 神社にお参りする前に、手を洗いますよね。 
 あの時、水をくむのに使う道具を、正式には『御多賀杓子（おたがじゃくし）』 
 と呼びます。 
 『多賀神社（たがじんじゃ）』で初めて作られた、水をくむための道具『杓子 
 （しゃくし）』という意味です。 
 最初の『御（お）』は、ていねい語です。 
 『味噌汁（みそしる）』のことを、ていねい語で『御御御付（おみおつけ）』 
 と呼ぶときなどに使いますね。……漢字で書くとすごいですね。 (^_^；) 
 この『御多賀杓子』がなまって、今の『オタマジャクシ』という言葉が生まれ 
 ました。 
 ～～～ 
 カエルの子供のことを、オタマジャクシと呼ぶようになったのは、『御多賀杓 
 子』に形が似ているからです。 



 ～～～ 
 ちなみに、音楽に使う『音符（おんぷ）』をオタマジャクシと呼ぶのは、カエ 
 ルの子供に似ているからです。 
         ♪       ♪       ♪ 
 ～■２■ 『変態』～オタマジャクシからカエルへ～ 
 幼稚園に通う、小さなお子さんでも知っていることですが、カエルの一生は次 
 のようになっています。 
    タマゴ → オタマジャクシ → 後ろ足が生える → 前足が生える 
   →シッポが消える → カエル → タマゴを産む 
 ～～～ 
 このように、動物が成長する時に大きく姿を変えることを『変態（へんたい）』 
 といいます。 
 チョウやトンボも、変態します。 
 でも、中にはオタマジャクシにならず、いきなりタマゴから小さなカエルにな 
 る種類もあるそうです。 
   ～～おまけ～～ 
   しかし、「ふつうでない」ことも『変態』といいます。 
   学校の理科の授業で、初めてこの言葉を聞いた時、そちらのことばかり、 
   想像してしまいました。 
   スケベなことを「えっち」と言いますが、『変態』をローマ字で書いた頭 
   文字「Ｈ」が語源らしいですよ。 
         ♪       ♪       ♪ 
 ～■３■ 鳴き声の色々～ 
 童謡『カエルの合唱』に歌われているように、カエルは様々な声で鳴きます。 
   「♪カエルのうたが きこえてくるよ 
     グワ～グワ～グワ～グワ～ 
     ゲコゲコゲコゲコ グワッグワッグワッ」 
 この歌に出てくるのは、「グワッグワ」が『トノサマガエル』で、「ゲコゲコ」 
 が『アマガエル』でしょうね。 
 大型の『食用ガエル』は、『ウシガエル』とも言います。 彼らは、夜中に大 
 きな声で「ブモ～ブモ～ブモ～」と鳴くので、田んぼの中を一人で歩いている 
 と、少し不気味です。 
 『シュレーゲル・アオガエル』は、「コロロコロコロ」と鳴くそうです。 
 キレイな川に棲（す）む『カジカガエル』は、「フィフィフィフィフィ」と鳴 
 き、あたりの静けさを強調します。……夏の終わりに「カナカナカナ」と鳴く、 
 セミの『ヒグラシ』みたいですね。 

サンプル版では、ここまでです。 
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『太陽柱（たいようちゅう）の本当の姿！』 
◆【記事掲載】１００号 ２００５年０１月２６日発行 ◆ 

 
 この時期の北国だけで見られる、とても不思議な現象です。 
 宮沢賢治さんの『銀河鉄道の夜』とも、関係がありますよ。 
 去年、１度ご紹介しましたが、読者様が増えましたので、またお話します。 
 内容は、次の通りです。 
   ■典型的な写真 
   ■『太陽柱』は、とても珍しい現象 
   ■『太陽柱』は、どうやって起きるのか？ 
   ■「銀河鉄道の夜」との関係 
   ■『天気輪の柱』は、本当に『太陽柱』なの？～ 
         ♪       ♪       ♪ 
 ～■１■ 典型的な写真～ 
 突然ですが、太陽はどんな形でしょうか？ 
 「丸に決まっているじゃないか！」と、怒らないで下さいね。 
 これから最初にご紹介する３枚の写真は、面白いですよ！ 
 場合によっては、太陽は四角形に見えることもあります。 
  ※【太陽柱の写真】北海道・網走・熊取岬（のとろみさき）(2000-03-21) 

撮影：渡辺公一さん 
 極端な場合には、まるで１本の長い柱のように見えることさえ、あります。 
  ※【太陽柱の写真】北海道・網走・原生牧場(2001-03-15) 



撮影：小西さん 
  ※【太陽柱の写真】山梨県・清里高原(2002-02-01) 

撮影：森井洋さん 
 今回は、太陽がゆがんで見える不思議な現象、『太陽柱（たいようちゅう）』 
 をご紹介します。 
         ♪       ♪       ♪ 
 ～■２■ 『太陽柱』は、とても珍しい現象～ 
 『太陽柱』は、冬の寒さが厳しい時期の、風が弱くよく晴れた日で、太陽が地 
 面の近くにある早朝か夕方のみに、ごくごく、たまにしか見られない現象です。 
 でも北海道では、年に数回ぐらい見られるようで、アイヌ語で『サンピラタ』 
 と言います。 
 珍しく、とても心に残る現象なので、見つけた方は記録に残されています。 
 きちんと記録に残っている物だけを、新しい物から紹介します。 
 

 

。 
サンプル版では、ここまでです
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＜＜あとは、お買い上げ後のお楽しみです。＞＞ 
 

お買い上げ方法： 

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓ 

【１つ目の方法】 本の定価８４０円＋本屋さんまでの交通費

この本は、『まぐまぐ！ＰＯＤ』という新しい本の売り方を使ってい

ます。 

 

この下の本屋さんに行って、「『まぐまぐ！ＰＯＤ』の本を下さい」

と注文すると、その場で印刷して本を作って売ってくれます。 

お近くの本屋さん： 

■旭屋書店京都店■ ＜＜京都府と滋賀県にお住まいの場合＞＞ 

ＪＲ京都駅前にある『プラッツ』《昔の近鉄デパート》５Ｆ 

※この方法で買える本屋さんは、日本全体でもまだ１３しかありませ

ん。 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓ 

【２つ目の方法】     本の定価８４０円＋送料３１５円

インターネットで、通信販売もできます。 

ホームページのアドレスは、下の通りです。 

http://ebook-print.com/ebook/ 

『まぐまぐ！ＰＯＤ』のアイコンをクリックして下さい。 

支払いはクレジットカードで、送料が３１５円だけ別にかかります。 

お届けには１週間くらいかかります。 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 
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読者さんの感想：＜第１巻について＞ 

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓ 

■ハリーポッターよりも、親戚（しんせき）の子供たちに読ませた 

 いので、あと３冊（さつ）を送ってください。続きも予約します。 

（福岡県・元教員 Ｏさま） 

■『ほうほう、ふむふむ』とうなずきながら、読ませていただきま 

 した。              (北海道・会社員 Ｏさま) 

■読んで、すごく楽しいかったです！子供にも読みやすいし、『つ 

 いに本を出したか！！』という感じです！ 

（埼玉県・自由業 Ｋさま） 

■読みやすいので、学校の行き帰りに読ませていただこうと思いま 

 した。            （神奈川県・大学生 Ｙさま） 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 
 

■参考文献■ 

 （１）「エンタカルタ総合大百科 ２００３年版」…マイクロソフト株式会社 

 （２）「広辞苑 第５版」………………………………株式会社システムソフト 

 （３）「百科事典マイペディア」………株式会社日立システムアンドサービス 

 （４）「毎日新聞 朝刊」………………………………………毎日新聞株式会社 

 
※毎日新聞の記事を参考にした場合は、記事が載っていた日付を、都度示してい 
ます。 

※インターネットに公開されている情報を参考にした場合は、そのホームページ 
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